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一言でいえば、国際社会の関与によって深刻な武力衝突は減少したものの、平和の確立に向けた道筋はなお不透明だということだ。一九九〇年代前半 ルワンダやリベリアのような、想像を絶する暴力の激発こそ抑制されているが 永続的な平和が根付く確たる展望も持てな 。 の宙づりの状況を「戦争と平和の間」というタイトルで喩えた。
　本書の中心的な問いは、紛争問題
の解決や平和構築のためにどんな取り組みがなされているのか その現状はいかなるもので、課題は何かという点にある。特に、国際社会の取り組みに焦点を合わせた。冷戦 終結以降、 国際機関、 地域機構、 ドナー ・コミュニティ、ＮＧＯ ど、国際社会の多様なアクターがこの問題 積極的に関与するよう なった。本書では、平和の確立に向けた多様 取り組みを紹介するとともに フィールド調査の結果も利用しつつ、アフリカの現場で何が起きてい かを踏み込んで分析した。
　本書のもとになった共同研究会に









































きる。小野政子［ほか］著『女たちのブラジル移住史』 （毎日新聞社二○○七年）には、戦前・戦後にブラジルへ移住した六人の女性たちの体験が克明に綴られている。過酷な環境での農業労働や、僻地で 生活条件などがありのままに記され 移住の歴史を女性たち 視点から窺い知ることができる。
　一九八○年代後半になると、ブラ




移民ネットワーク』 （名古屋大学出版会 　二○○五年）は、彼らがフレキシブルな労働力として日本の労働市場に定着しながらも、不規則な雇用形態から生活様式が規定されてしまい、 地域社会で「顔の見える存在」となっていない状況を、国家 ・ 市場 ・移民ネットワークという三つの要素から解き明かそうとしている。著者は日本の入国管理政策と移民政策の不整合に見られる制度面の問題点についても指摘している。
（かとう 　まほ／アジア経済研究所図書館）
レファレンスコーナー日本人移民のあゆみ
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